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分の利益になるように)叛乱があるのを欲 し､しかるのち自分の利益を計る (人がいる)｡｢気｣の ｢盛｣

では､北方異民族の兵や騎兵が城を攻め野を掠めでも長官として忠義を尽 くし､そ して矢や鉾先をも

のとせず功を為す人がいるが､たい した人物である .その ｢衰｣では､疲弱 した命知らずの者たちは

自分たちが叛乱を起こし (武装起養)､(さらに)敵陣に投 じて近隣の流志に情報を知らせ大境させて

も､食さえもままならず妻子の生命 さえ守れない者がた くさんいる｡

そもそも ｢気｣が ｢衰｣の時には､上に立つ者は法令 を作 り下の者は学問をしてそれに応え.(そ

して)兄はその弟を励 まし､妻はその実を励まし､友達はお互いに励 まし合うことによってめぐりめ

ぐって ｢盛｣に至ることが出来る｡そうでなければ､この窮状がひたす ら長引 くだけである (ので､

これらのことを行なって ｢盛｣に至るようにしないといけない)｡

第4章 ･注

(I)載内浦氏は､r天工開物j(前掲杏)の解説の中で.T天=聞物]著述の動枚について次のように述べている｡

｢宋応星がこのむを著わした動倭は､巻首の序文や各部門の初めの文によって窺い知ることができる｡す

なわちこの砂は､対束を当時の支配階級であったインテリ層におき､これらの人々が日常生活に恩雪を謀

りながらも生活必需品の生産工程を知らず､時には搬家の人々を軽蔑する態度に､軽い憤りさえ感じて響

いたことが知られる｡｣(p366)

動機について､私自身は ｢インテリ屑への憤 り｣だけでなく､それ以上のものが関係していたと思って

いるが,この r野弼｣の ｢士気講｣を読むと確かに宋応星の ｢インテリ屑への憤 り｣｢士大夫への鼓稚｣が

感 じられる｡坂内氏が言われるように､宋応星はインテリ屑 .士大夫へそのような気持ちを強く持ってい

たことが､この ｢士気謙｣で確認できる｡

さて､宋応星は r天工開物jの中で ｢インテリ層への憤 り｣や ｢士大夫への鼓舞｣と感じられる文を数ヶ

所記述している｡例えば､｢1 乃叔 (穀類)｣の<初めの文>には､

｢組裸之子以柑衣視笠菜､産生之家以農夫為誌首｡虎炊晩税､知其味而忘其源者衆臭｡｣

(☆族の子弟は百姓をまるで囚人のように考え､学者の家では農夫をさげすんでいる｡朝夕の食中に五

穀を味わいながら､その由来を忘れた人々は多い｡)(較内浦氏､前掲沓p3)

また.｢2乃脈 (衣服)｣の<初めの文>には,

｢乃仔細過天下､而拝見花枚之巧者､詑幾人哉｡治乱還籍字薙､liL者査而習之､而終身不見其形懐､董非

鉄憾也｡｣

(こうして横終 りは天下に普及しているが､実地に花陳の巧妙さをみられるのは､いったい何人あるで

あろうか｡学問するものは､治乱撞論という字の意味を子供の時から習うが､ついに一生を終えでもそ

の英際をみないのは､まことに残念なことではないか｡｣

(薮内酒氏.前掲沓p38)

と記している｡明末には､骨太の士気のある人/Yが数多く名を残 しているが､実際には ｢気｣のない士大
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美も大勢存在したと思われる｡

(2)｢刀鋸鼎鍾｣は皆､人を刑する具Oその中､｢鼎錘｣は人を煮るかま｡

(3) ｢杖｣は人をむちうつ棒のことで､五刑 (苔 杖 徒 流 死)の一つO

(4) 原文の ｢股粟｣は､おそれて足がふるえること｡

(51原文の ｢寓死投荒｣は､｢寓死｣が寓が寓まで死ぬべき場合のこと､｢投荒｣が遠くへ鼠逐させられるこ

とである｡中唐の文学者で官僚であった柳宗元の詩に ｢一身去園六千里､溺死投荒十二年｣の一節がある｡

柳宗元は､793年 (貞元9)の進士で礼部員外郎となり､王叔文をリーダーとする反置官派の少壮官僚とし

て朝政の改革を志したが挫折し.郡州別史からさらに永州司削こ左遷され､のち柳州 (江西省)刺史となっ

て任地で没した人物である｡

(6)原文の ｢≡往｣は､隠者などの庭園のことで､彰沢の県令となったにもかかわらずわずか80日で辞職し

帰郷するに至った心境を記した陶淵明の ｢帰去来辞｣(405年作)に､｢三径就荒､松菊猶存O｣とある.

(7) 宋応星の少年時代の恩師､郡良知も官僚を辞め帰郷した人物の一人である｡清書星氏の r宋応星評伝J(節

掲む)によると､

｢天啓初 (1621)部良知在福建任内､園件貌思野間党､ 未達年,解組 (辞官)帰里'｡｣(p183)

(8) 原文 ｢共裏也､服莫不潔､厨博不豊､即醒頻発硝而以昼型実O｣の下線部分は､明らかに ｢不｣が抜けて

いるのではないだろうかO

(9) ポストを得るのにお金が必要なため｡

考察 と展望

本論文では､r野謙｣の ｢世運談｣､｢進身謙｣､｢民財訊｣､｢士気談｣の訳注を行なった｡各課で述

べられていることを考察 してみると､以下のようになると思われるO

まず ｢世運試｣では､宋応星は,約300年間治平が続いていた明朝も今や ｢乱が極まり治を思う｣

時であると繰 り返 し述べているO西北では冠舷がわずらわせ､民は蒐賊や軍隊､洪水や早などの自然

災害などに困窮 しているが､宋応星たち自身は運命だと涙にくれるのではな(天下の串を為すべき7L=

と主張 しているO従来､r天工開物Jの序文で､宋応星は ｢草生聖明極盛之世｣(幸いにも聖明な天子

の下､種盛の世に生まれあわせ)と述べ明末の物情騒然たる梯子に一言も触れていないため､それは

北京から遠 く離れ江西の一隅に届･任 していたことや中国託雀り＼の時局に対する撫関山､さが関連してい

るのだろうと言われてきたが (注1)､｢世運訣｣を読むと､実は彼は時局に鯉関心ところか大変関心

がある人物であったことが伝わってくるO

次に ｢進身談｣では､300年間変わらない明朝の科挙は澱上のものとしながらも､地方では民が悲

惨な状況に陥っているのに官僚たちは何もせず､寅敗の乱のitlR中に川県の欠員の補足できないのが

300余 りあるなと人材登用の弊害があるとしているOまた､科挙を受験するものは官になるとはどう

いう本質なのかを知 らず､科挙に合格 し官吏になれても危険な地に行きたがらないが､澱射法などを

42



岡山大学大学院社会文化科学研兜科紀要第31号 (20113)

使って武にも長けた文士を撰ぶことが重要だと述べている｡宋応星が明朝の科挙を最上のものとしな

がらも人材登用の弊害を述べているのは矛盾しているようであるが､その背景として友人たちなとと

の関係から彼が近い立場にあったと思われる後社自体が､｢当初から科挙の弊害を認識しながらもそ

の科挙によって派閥を拡大 し主導権を握ろうとしていた｣という事実があった (圧2)ことなどが考

えられる｡また､宋応星が武にも長けた文士を撰ぶことが重要と述べていることは､｢野訣序｣の中

で邸掛 二取り上げられている准安衛の武挙陳啓新が ｢天下の三大病根｣の文と併せて ｢名将に軍国の

重務一切を委任すること｣の文を上奏していたこと (注3)を､宋応星が意識していたのかもしれない｡

軍隊を文官の統制下におかなければならない､というのは東林や複社の側の人々が主張してきたこと

であり､｢進身談｣の最後の段落で王張 していることには､そのような背景があった (注4)のでは

ないのかと思われる｡

｢民財議｣では､宋応星は ｢財｣と言うのは百貨のあらゆる物を指し､ただ金銭だけを言うので

はなく､また今少ないのは銀の流通よりも五穀 木 桑 魚だとしている｡このように宋応星は物

や生産を重視しており､r天工開物)で穀類 ･亜蚕 舟車 製紙など産業の生産技術について詳細に

記述している片鱗が窺える.一方､お金の貸借が民を悲惨な状況に陥れているとして,銀の(JfL通や

金融業などの商業を軽視 しているように巴われるo銀の弊害を主張している点は､楢初の黄宗弟 r明

夷待訪録｣ (注5)と同様であるが､宋応星は上記で述べたように ｢銀は少なくはない｣と言ってい

るのに対し黄宗毅は ｢銀の流通力の尽きることが二百余年である. 1 あわてふためいて銀を求め

ても､一体どこにあろうか｣(注6)と言っておりこの点で両者に相違が見られる｡このように､｢民

財謙｣を読むと､r天工開物Jの序文において宋応星が ｢rEut一物の順序は､五穀をJjiび金玉を渡 しむと

意味に従っている｣と記述しているとおり､宋応星は腿菜をもって立国の基本であるとする旗本主

苑の考え､もしくは r天工開物Jの内容自体がJI1-%業や養蚕だけでなく鉱工業にも重点が置かれてい

るので彼は生産第-主糞の考えをもっていた人物だったように思われるO

最後の ｢士気談｣では､危うくなっている国家を落ち着かせるのには士大夫の ｢気｣が必要である

とし､10種類の ｢気｣の ｢盛｣と ｢衰｣を対比させている｡｢気｣の ｢盛｣の人は､刑具や危険地を

も畏れない心意気を持ち､官職や試験に執老せず自分自身を向上させ､北方異民族やJ,fL走に果敢に立

ち向かおうとする人物である｡現実には､それと対照的な ｢衰｣の士大夫の方が多かったのだろうかO

彼は ｢気｣が ｢衷｣の時には､上に立つ者も下の者もそれぞれ自分の役割を果たし､お互いに励まし

あってめぐりめぐって ｢盛｣に至るように王張している｡これは､r天工開物｣で述べられている士

大夫に対する憤 りや彼らへの鼓舞と通ずるところがあると思われる｡

さて､次回は ｢屯田談｣からの訳注を掛 ナたいと思っている｡その際､今まで同様出来る限り時代

背景を把握するのと同時に､r野馳Jの他の誹や r天工開物｣の内容との比較 分析なども行ないな

がら訳注を進めたいo
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考察と展望 ･注

(1) 例えば,薮内晴氏の訳注 r天工開物J(前掲番)の解説に次のような記述がある｡

｢著者宋倍量が生存していた時代は､明末のきわめてあわただしい時代であった｡本番が刊行された崇禎

十年には､すでにその前年に桁と国号を改めた満州族が北方より首都北京をねらっており､園内の治安は

乱れて物情騒然たる有様であったOしかるに宋摩星はこれらのことに一言もふれておらず.かえってその

序文に ｢幸いにも聖明な天子の下､極盛の世にうまれあわせ｣たと速へている｡このことは彼が北京を遠

く離れた江西の一隅に居住したことも一つの原因であろうが､また中国読替人の時局に対する鞍関心のほ

どを示すものと言わねばならないO｣(p371)

(2) 小野和子氏の r明挙党社考一束林党と復社-1(前掲番)によると､

｢科挙の八股文が士人を如何に蝕んできたかは､複杜自身が､その成立の当初から深刻に認識してきたこ

とであったOその彼らが八股文の評選によって士人を組織してき7L=のは､一見､矛盾のようにみえるが､彼

らはこれによって､簡易に知識を獲得しようとする新たな階層をもそのなかに吸収しつつ､政界のなかで

の派閥を拡大し､その王専権を撮ろうとしたのであって､ ｣(p471)

このように科挙に対して､復社自体が矛盾を含んでいたと思われる0

(3) 陳啓新の ｢天下の三大病根｣の上奏文は､

Q)科挙によって人材を採用している- ｢科E｣を停止すること｡

(参進士という資格のみを重んじている- ｢考廉｣にJ:る推裾を行なうべきこと｡

③推官 知県から科退官から演出している-利通官には他途からも考選すべきこと｡

の3つの問題を提言薙しているが､小野和子氏によると､眺啓新のこの上葵文は1636年 (崇禎9)2月に上

奏され､それと併せて彼は名将に尚方剣を授けTL国の重載一切を委任することを上葵 した (前掲dJ､

p468-469)Oその中で陳啓新は次のように述べている｡

｢耳欄 を充実し､兵数を充足させ7L=上で､民問もふくめて虜 (満州)を滅ぼし冠 (反乱)を妄fL庄すること

のできる大将を求めるべきであるOそのような人材が出にくいのは､彼らが ｢文官に鼻白を仰ぎ､下更に

提校を聴か｣なばならず､｢文官の (桟らを)視ること奴隷の如き｣状況があるからであるO大将の人材と

して優れた者を抜招 し､軍国の重務の一切を彼らに委ねるのでなければならぬ｣｡(r役杜絶略｣下､652頁)

(4) 上記の眺啓新の ｢天下の三大病根｣と ｢名将に軍国の重務一切を委任すること｣の上奏文に対して複社

の人々は反撃するが､その中に彼らの文官優位の王張が見られるO

｢ 複社側はさらに協誰を行ない､科挙出身者の科挙擁護論という､崇禎帝の嫌疑を招くことを避けて

非科挙出身者の侯選桁雄大任程品に反撃を行なわせる｡彼は､

(陳)啓新の科目を参せるは､科呂を参するにあらざるなり､是れ国脈を儲つくるなり｡科Elの詣臣を

参するにあらさるなり､孔孟を参するなり｡(r復社紀略｣下､654頁)

と､陳啓新の科挙中止論が､科挙における儒教的数番を否定することによって､7L孟をも否定するもので

あること､そこから大将登壇という如き､武官による軍事独裁への期待が出てくるのであって､それは文
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官優位の国家の伝統を破壊するものであり､やがて焚沓坑儒を招来するであろうと､陳啓新を激しく非雛

した｡軍隊を文官の競制下におかなければならない,というのは､東林や復社の側の人々が王張 してきた

ことであったが､これらの王張は容れられず､桂品は刑部に送って処分に付された｡｣(小野和子氏､前掲

沓p470)

(5】黄宗義は､r明美待訪手引 の ｢財計 (財政旨)一｣の冒頭で､

｢後之聖王而欲天下安富､其必愈金銀乎J と述べている｡

(6) 黄宗掛 ま､同じく r明爽待訪良】｢財計 (財政論)-｣の中で､次のように記述している｡

r今輔所封閉､間-閉環又使宮城等之､以入大内､輿民間血輿､則銀力謁二百除年｡天下金銀.綿運至干

草京､如水赴整｡東平之時猫有高買官吏返其十分之二三｡多故以東在束京者､既蓋池之連外､而富商大賞､

連官滑更､自北而南､又能以其資力､豊鉄天下之金銀而去｡此其理尚右往而適者子｡夫銀力巳謁､両駅税

如放也｡市易如故也｡皇皇末弟.筋子何所｡故EB土之倍､不笛異時之十一｡呈其填痩輿｡日否｡不能烏航

税也｡百済之償､亦不督異時之十一｡岩井物阜典oEl否｡市易無幹也｡魯今之世宛特揚火之民｡即時和年

豊虹益也｡即勘倶浦揮血益也｡吾以蔦非廠金銀不可｡｣(いまは鉱山は閉鎖され､またひとたび山を開いて

採掘しても､また宮城 (富官)にこれをつかさどらせて宮中に入れ､民間と血関係だから､銀の涜通力の

尽きることが二百余年である｡天下の金銀は､jLiBl輸送で鞘京に送られ､水の谷におもむくがようである｡

平和な時代には､それでも商人や官吏がその十分の二,三を元に戻すことがあったO多事以来､栽京にあ

る金銀はことごとく国外に流出したのみでなく､富商大nrや高官肝変が北から南へ移り,その際またその

資力でことごとく天下の金銀を手におさめて持ち去りさえした.かくして道理として､それでもなお.(光

れ去ったものが再び元にもどってくるということがあろうか｡そもそも銀の流通力がすでに尽きたのに､租

税はもとのままである､交易はもとのままである.あわてふためいて銀を求めても､一体どこにあろうか｡

かくて田地の地価は昔の十分の一にもあたらないが.なんとその土地がやせたのであろうか｡いやそうで

はない｡租税を納めることができないからである｡詑商品のあたいもまた昔の十分の一にもあたらないが､

なんと物資が豊かになったのであろうか｡いやそうではない｡交易するのに､もとでがないからである｡今

の世において､熱湯猛火のなかにのたくり苦しむ民は､たとい世が平和で豊年であっても血益である｡た

とい水利のよい土地で農薬につとめても無益である｡わたくしの思うのに､金銀を廃止するのでなければ

だめである｡)

西田太一郎訳 r明夷待訪録】(前掲沓p150-lらl)




